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万円 /kW。資源エネルギー庁情報公開値によると天然ガス火力 20.8 万

























Published online : 13 August 2004; 
doi : 10.1038/news040809 - 17 より
川底の潮流タービン（イメージ図）
科学技術動向　2004 年 10 月号
12
科学技術トピックス


















































































Recovery and Climate Experiment）
という地球重力場観測衛星を打ち
上げた。
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文書が採択された。我が国は地球
温暖化や気候変動などと並んで水
循環変動への対応で特に積極的に
貢献する旨を表明している。
　地球規模での海面変動、極域の氷
床変動、陸上の帯水層の涵養または
減少など水循環に関連する研究を
推進する上で、衛星重力ミッショ
ンにより取得された大規模な観測
データの有効活用が期待される。
ような重力場観測衛星によるグロ
ーバル水循環研究への有効性はも
はや疑いようがないが、今回の測
定精度が当初の予想より悪いこと
から、今後精度を上げるにはさら
に技術的な工夫を要するだろう、
とコメントしている。
　本年４月に我が国で第２回地球
観測サミットが開催され、全球地
球観測システム（GEOSS）のため
の地球観測 10年実施計画枠組み
波を用いて髪の毛の太さの 100分
の１の精度で測定する。重力場の
変動は月々マッピングされている
が、それは、季節や天気パターン
により引き起こされる地球表面流
体（大気、海洋、降水など）の質
量移動に従っている。
　我が国では、平成 14年度から
京都大学が中心となって「精密衛
星測位による地球環境監視技術の
開発」研究が実施されており、そ
の一環として、将来の衛星重力ミ
ッションのために、GRACEより
高精度なレーザ干渉技術を応用し
た測定の基礎技術開発を行ってい
る。GRACEのデータ利用につい
ては、欧米に後れをとっているが、
本年７月以降、データが一般に公
開されるようになったので、今後、
わが国でも本格的な研究が進めら
れるようになるであろう。京都大
学大学院理学研究科の福田洋一助
教授は、タプリーらの成果をほぼ
妥当なものと評価し、GRACEの
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